
1/12　景気ウォッチャー調査（令和３年３月調査）― 南関東（現状）―

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［生
花］（店員）

来客数の動き ・毎年のことだが、３月はお彼岸、卒業式シーズンで、花
屋にとっては稼ぎ時である。そのため、どんなに状況が悪
い時でもそれなりに良くなっている（東京都）。

◎

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除前後から来客数が伸長している。３月
後半には、食品領域で手土産や花見需要が高まっている。
インテリア領域は引き続き好調である（東京都）。

◎

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・最需要月、決算月であり、新車、サービス共に好調であ
る。また、中古市場の需要が大きく伸び、売上に貢献して
いる。

◎

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・業種間でのばらつきはあるものの、飲食店も以前の状態
よりは回復している。ただし、新型コロナウイルス以前の
状態にはまだまだ戻らない。

◎

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・前年比では220％だが、一昨年の2019年度３月比でみると
80％を切っている。2019年度と比べれば厳しいが、前年、
３か月前と比べると良くなっている（東京都）。

○
商店街（代表
者）

販売量の動き ・地域の工場群が定期修理の時期になってきたので、販売
量が増えてきている。

○

商店街（代表
者）

それ以外 ・気候が暖かくなってきてからは、緊急事態宣言中にもか
かわらず、若い世代を中心に人が多く出てきている。人出
と比例してクレジットカードの取扱高も戻りつつある。飲
食業、特に夜の店はひどい状態が続いているが、昼間のカ
フェやスイーツ店は随分回復しているようである（東京
都）。

○

一般小売店［和
菓子］（経営
者）

それ以外 ・前年度は新型コロナウイルスの影響で卒業式や入学式な
どの行事に伴う注文が全てキャンセルになってしまった
が、今年は新型コロナウイルス禍のなかでも少しずつ注文
が戻ってきている。

○

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・年度末や、人の動きの多さなどから、商材はそれなりに
動いている。大々的なキャンペーンはできないが、対策が
ついているので、紹介して買ってもらっている。

○

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・若干動き出していることと、年度末で需要が出てきたよ
うである。

○

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

お客様の様子 ・外商は官公庁と民間があり、官公庁は元々伸びていた
が、民間は３月は物件等が余りない様子で危惧していたと
ころ、ここへきて、大きくはないものの少しずつ投資案件
が出てきている。民間の大手企業に関してはその分若干良
くなっていると感じる。

○

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除されたが、３月中旬くらいから来客
数が緩やかに増えている。また、高額品を中心に消費は順
調である（東京都）。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言中ではあるが、売上高は既存ベースでプラ
スとなっている。インターネット販売が好調に推移してお
り、店頭販売も客単価が上昇、３月中旬以降は来客数も増
えている（東京都）。

○

百貨店（店長） お客様の様子 ・長引く新型コロナウイルス禍で、旅行や飲食を楽しめな
い状況が続き、高額品を購入したいという機運が高まって
いる。そうしたなか、３月の商売は、前年には届かないも
のの、やや好転しつつある（東京都）。

○

百貨店（副店
長）

販売量の動き ・新型コロナウイルスワクチンの接種開始と緊急事態宣言
の解除により、客の消費マインドが高まってきている。直
近１年間は、食品、家庭文化といったイエナカ商材だけが
健闘していたが、気温の上昇もあり、アパレルにも客の目
が向きつつある（東京都）。

○
百貨店（店長） 販売量の動き ・回復基調にはあるが、新型コロナウイルスの感染拡大状

況次第であり、予断を許さない。
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○

百貨店（財務担
当）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事態宣言が解
除され、販売量がやや増加している。しかし、免税販売量
は依然として低位である（東京都）。

○
スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除になり、出掛けたいという声をよく
聞く。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・当社はコンビニエンスストアを何店舗か経営している
が、緊急事態宣言が解除されたこともあり、特にショッピ
ングセンター内の店舗で少しずつ来客数が伸びてきてい
る。そのため、少しずつ景気が良くなってきている。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の解除以降、夕方～夜間の販売量が伸びて
いる。前年比でも同程度の数字になってきている（東京
都）。

○

家電量販店（経
営企画担当）

単価の動き ・３月に入り、緊急事態宣言が解除されたこともあり、前
年の新型コロナウイルスの影響下との比較では、改善度合
いが明確に表れている。商材の回転率も大きく向上してい
る（東京都）。

○

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・当店の扱っている商材のうち、来月に品切れとなる商材
がある。今月は、その商材のまとめ買いで急にたくさん売
れたので、販売量が少し増えている。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・相変わらずケータリングは全くなく、売上は総体的には
減っているが、ケータリングがなく店舗のみの前年売上と
比べると少し回復している。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・時短要請が夜８時から９時までに変わったことで、客足
が微妙に伸びている（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前の12月１～24日までの前年比は、売上64.7％、
来客数59.8％である。今月３月１～30日までの前年比は、
売上68.3％、来客数66.2％である（東京都）。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除されてから５～６名での飲み会の予
約がちらほら入るようになっている。ただし、よくしゃ
べっている客を見ていると、また新型コロナウイルスの感
染者数が増えるのではないかという心配もある（東京
都）。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、気候も暖かくなり、人の動き
が活発になり、繁華街の人の流れも多くなってきている。
当社は外食チェーンで繁華街への出店が多く、また、定食
を提供する食事形態のため、営業時間の短縮はあっても、
夜の来客数は伸びている（東京都）。

○

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

販売量の動き ・社員食堂の喫食数が徐々に戻ってきている。１月は緊急
事態宣言の影響を受けたが、２～３月に掛けて戻り始め、
売上もそれに伴って上昇傾向にある（東京都）。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後、確実に多くの客がホテルに来てく
れている。また、前年と比較すると稼働率は30％ほど上
がっており、単価も徐々に戻ってきている（東京都）。

○
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・大学で来年度の講座の動きが出ており、注文につながり
そうである。活動が増えてきている（東京都）。

○
通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の解除に伴い、案件数がやや増加している
傾向が見える（東京都）。

○

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・企業向けの電話機、パソコンなどの情報インフラは、新
入社員受入れ準備もあり、増設や設備の買換え需要が高く
なっている。しかし、例年に比べると規模は縮小傾向にあ
る（東京都）。

○
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が終わり、少し状況が落ち着いてきた気が
する。

○

その他レジャー
施設［総合］
（広報担当）

来客数の動き ・３月中旬から来場者数が増えてきている（東京都）。

○
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３月で年度末ということもあり、３か月前よりは景気が
良くなっている。

○

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・建築資材の需要はやや戻ってきているが、例年並みまで
は届いていない。メーカー側もフル稼働には至っていない
（東京都）。
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□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の所得が不安定になっているか縮小しているようで、
消費に対して最近は非常に慎重になっている。

□

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・緊急事態宣言により年末～２月に掛けて人の動きが止
まっていたが、３月になって人出が増加し始めている。そ
のため、個人消費は若干回復してきているが、飲食店を中
心とした業務需要の回復がまだまだなので、売上の回復に
向けた大きな変化はない（東京都）。

□
一般小売店
［傘］（店長）

来客数の動き ・来客数は若干増えている感じがするが、好転していると
は言い切れない。

□

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・売上、来客数共に前年比15％の減少となっている。

□

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・緊急事態宣言中で売上が伸びず、注文も減り、仕事にな
らない。イベントも客が少なくて売れない（東京都）。

□

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・緊急事態宣言中にもかかわらず、３月は来客数が多く、
販売点数も前年を上回っている。一部ショップでは常に行
列ができており、時短営業のなか、全体売上も前年をクリ
アしている（東京都）。

□

百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・株価の影響等もあり、一部高額品の動きがあったが、在
宅ワークや外出自粛等の影響から衣料品等の動きが悪く、
全体としては厳しい状況となっている。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言は解除されているが、客の消費行動が慎重
であることに変わりはない。新型コロナウイルスの影響が
顕著になったのは前年３月からであり、前年比では回復し
ているように見える。しかし、過去のレベルには到底及ば
ず、景気が上向いているという実感は余りない（東京
都）。

□

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの収束が不透明なので、消費マイン
ドが上がってこない。政府の経済対策がない限り、たとえ
新型コロナウイルス収束の兆しが見えても、経済は回って
いかないだろう（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍の前年と比較すると、既に来客
数、売上共にプラスで推移してはいるが、前々年との比較
では大幅なマイナスに変わりはなく、厳しい状況が続いて
いる（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

それ以外 ・前年３月は既に新型コロナウイルスの影響により売上が
落ち込んでいた時期であり、来客数は前年比マイナスと
なっている。売上は前年比プラスではあるものの、新型コ
ロナウイルスの影響がなかった前々年との比較では大きく
マイナスである。緊急事態宣言の延長による営業時間短縮
要請も影響している。

□

スーパー（販売
担当）

単価の動き ・周辺の競合店との価格競争があり、主力商品の平均単価
が下がっていく傾向にある。客の買上点数は前年を上回っ
ているが、平均単価が下がっている分、客１人当たりの買
上額の合計がなかなか前年に達しない状況が続いている
（東京都）。

□

スーパー（店
長）

それ以外 ・緊急事態宣言の再発出及び解除にかかわらず、客の買物
動向に変化はない。特に、土日の総菜類の売行きが平日に
比べて伸びている。

□

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数、買上点数は前年並みを維持しているものの、単
価の上昇がみられない。より安価な物へと志向が傾いてい
る様子である（東京都）。

□

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・３月の売上は、前年を約４％下回っているが、３か月前
と比べるとほぼ横ばいである。ただし、前年は一昨年に対
して売上を大きく落としている。インバウンドで売れてい
た物や衛生用品などは前年を大きく下回っているが、衣料
品や食品などは前年を上回っている。落ち込みが大きいの
で、全体では約４％下回っているが、来客数は前年より若
干伸びている。

□

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス禍での内食化傾向によって、来客数
については横ばいながら、販売点数並びに買上単価が堅調
に上向いてきており、２月末時点では、営業利益、経常利
益共に予算を達成する見込みである（東京都）。
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□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・気温は上昇してきたが、来客数が余り増加しない（東京
都）。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・現状が日常化したのか、売上、来客数共に変化はない
が、深夜の来客数はほぼゼロのまま推移している。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言により夜の外出が減っており、来客数が低
迷している。

□
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・やはり数量が減っている。

□

コンビニ（商品
開発担当）

来客数の動き ・今月は、前年比でみて一番来客数が戻ってきている。た
だし、一昨年との比較ではまだまだ届いていない（東京
都）。

□
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・マスク等の衛生商材の需要が収まり、外出もままならな
い状況で、外出着の売上も今一つである。

□
衣料品専門店
（役員）

来客数の動き ・例年より暖かいが、緊急事態宣言の影響で来客数が少な
く、春物衣料の出足が鈍い。

□

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・前年の緊急事態宣言時と比べて来客数が少し落ち、その
分単価を上げて売上をキープしている。今回の緊急事態宣
言が解除されてから、新生活に伴う動きが出てきている。
今後の動きに期待しているが、楽観視はできない（東京
都）。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売が余り芳しく
ない。前年度の５割減となっている。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車販売で受注が取れても、納車に時間が掛かってしま
い、なかなか売上に反映されない。

□

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、新車売上が相当落ちてい
る。展示会や新車発表会など、イベントで集客できないの
で、新車の受注が落ちている。ただし、これは大衆車にお
ける話であり、高級車についてはそれほど大きな影響は受
けていない（東京都）。

□
乗用車販売店
（渉外担当）

競争相手の様子 ・競合相手を含め、業界全体に変化がみられない。

□

乗用車販売店
（店長代行）

販売量の動き ・前年の決算より来客数、販売数などが変わらないので、
今後良くなるとは思えない。新型コロナウイルスが収束す
るまでは変わらない（東京都）。

□

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・リフォーム工事の引き合い、着工件数共に回復傾向には
あるものの、一昨年の水準には届いていない（東京都）。

□

その他専門店
［貴金属］（統
括）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響でほぼ休業していた前年同時
期と比較すると良くなっているが、販売量が減少した状態
は依然として続いている（東京都）。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（団体役
員）

来客数の動き ・緊急事態宣言の解除見込みから実施になっても、売上に
はさほど変化はない（東京都）。

□

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・飲食店においては昼の需要はあるものの、夜の需要が全
く改善されない。不動産賃貸においては統廃合でテナント
の撤退が若干ある。

□

高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の解除後、客はランチタイムを中心に来店
してくれている。法人関連の宴席は全く回復せず、家族や
少人数での利用が中心である。令和元年度の３月と比較す
ると、売上は21.5％となっている（東京都）。

□

高級レストラン
（仕入担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス禍による時短営業等の影響もあり、
来客数が少なく、大口利用もなく、景気は悪い状態が続い
ている（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で、３か月前と変わらず全然
良くない。

□

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

お客様の様子 ・営業時間の短縮要請が20時から21時に変更になったとは
いえ、東京都の自粛要請の状況は変わらず、客の外出や来
店状況も変わらない（東京都）。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・緊急事態宣言が延長となり、来客数が戻らず、一部のレ
ストランは休業を余儀なくされ、販売量も落ち込んだま
ま、変わらない状況が続いている。ランチについては客が
戻ってきて売上も立つようになっているが、夜の時短営業
の影響で昼にシフトしているだけで、景気が良くなってい
るというわけではない。

家計
動向
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(南関東)
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□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・引き続き実施案件がゼロのため、売上がない状況であ
る。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言が解除されたが、周りの状況は変わらない
（東京都）。

□

旅行代理店（販
売促進担当）

販売量の動き ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンが一時停止され
てからずっと変わらない状況が続いている。教育旅行も、
年度末が絡み低調に終わってしまった。国内旅行の販売量
も同様に伸びていない（東京都）。

□

タクシー運転手 それ以外 ・緊急事態宣言が21日まで延長になり、タクシー業界は大
打撃であった。頼みの駅待ちも最終電車が早くなり、午前
０時を過ぎると極端に人がいなくなる。飲食関係の店も時
短要請で営業しておらず、深夜はゴーストタウン状態であ
る。景気は悪い状態が続いている（東京都）。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、人の動きが多少生まれている
が、やはり夜の動きは変わらない。新型コロナウイルスの
感染者数が極端に減らない限り、この動きは変わらないの
ではないか（東京都）。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・客と話しても、現実には良いニュースはほとんどない。
世界で新型コロナウイルスワクチンの接種が進んでおり、
期待はしているが、はっきり言って現時点では悪い（東京
都）。

□

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・客からの問合せが前年比で減少している。前月比では繁
忙期による増加がみられるが、新型コロナウイルスの影響
により当社側の対応が減少しているため、限定的で大きな
変化はない（東京都）。

□

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事態宣言が延
長されたため、景気が上向いていない（東京都）。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・新規契約は増えているが、それを転出が上回っているた
め、純増には至っていない（東京都）。

□

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・緊急事態宣言は解除されたものの、例年に比べて転居の
動きが鈍くなっており、インターネットの切替え需要が落
ちている。

□

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・テレワーク需要でＷｉ－Ｆｉサービスの問合せは多い
が、インターネット回線乗換えなどの活気は余り感じられ
ない。大学入学による新入居時の回線選択の特需も今年は
余りない。地方から首都圏に出てくる学生が少ないよう
で、引っ越しによるシーズンの獲得増が見込めない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規、コース変更共に、必要最低限の内容を選択する意
識は変わらない。

□

通信会社（総務
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染再拡大の影響が残り、訪問営業
機会の減少等から、新規契約獲得件数が伸び悩んでいる
（東京都）。

□

ゴルフ場（経理
担当）

来客数の動き ・３月は温暖な気候に恵まれた上に、新型コロナウイルス
禍においてゴルフは感染を避けられるスポーツとして注目
されつつあり、こうしたゴルファーの旺盛なプレー意欲に
下支えされ、比較的高稼働で推移している。一方で、企業
の名を冠したゴルフコンペや法人接待需要は皆無に近く、
来場客の多くを会員メンバーが占めている上、緊急事態宣
言中はレストランも制約があるなかでの運営となったた
め、収益性が著しく低下しており、利益が出せる状況では
ない。

□

パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言は解除されたが、依然として客足が悪い状
況が続いている。街中の飲食店の営業時間は延びたもの
の、午後９時以降の人通りは相変わらず少ない。

□

競輪場（職員） それ以外 ・施設の建て替えで発売を取りやめているため、景況は変
わらない。桜が咲き始めて人の流れが多くなったと感じ
る。新型コロナウイルスの感染状況は、東京オリンピック
終了後までは変わらないと考えると、まだまだ我慢の月日
だと感じている。

家計
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□

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（支配
人）

お客様の様子 ・ファミリー層の来場や、夜間の来場客が少ない（東京
都）。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響か、客の来店頻度が鈍ってい
る。

□

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス禍にもかかわらず、さほど購買意欲
に影響はなく、購入金額の減少もない。新型コロナウイル
スの影響は余り感じられない。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・現在は、仕事量、内容共に変化はない。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・前年から継続中の仕事が今月で終了となる。今年度中の
景況感はほぼ横ばいが続いている。

□

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・景気という点においては変わらないが、コンサルタント
的な話は何となく増えている感がある（東京都）。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・大きな景気の変化はない。少ないものの、仕入れ、販売
の契約も入っている。どちらかというと土地仕入は３か月
前と比べても低い水準で推移しているので、今後も苦戦し
そうな感じがする。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・２度目の緊急事態宣言期間中は、１度目と比べて展示場
や現場見学会への来場者の減少幅が小さく、何とか必要な
だけの受注量は確保できている。

▲

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今年に入ってから特に来客数が少なくなっている。一方
で、出掛けられない分、店を回って商品を見ているだけの
人も多くなっているように見受けられる。

▲

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・３か月前の12月は、日本人客の消費や来客数が大分回復
基調にあった。その後、新型コロナウイルス感染第３波と
緊急事態宣言の再発出を受けて、１月には来客数が大きく
落ち込んだ。現在は底を脱しているものの、12月の水準ま
で戻ったとは言い難い（東京都）。

▲

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の長期化に伴い、レストランを中心に冷え
込みが続いている。また、長期化する新型コロナウイルス
禍により、消費意欲が低下している（東京都）。

▲

百貨店（経営企
画担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言が解除されたとはいえ、来客数は伸び悩ん
でおり、空き区画へのテナント誘致も厳しい状況にある。
食料品については大きな変化はない。３月中旬頃から街へ
の人出が増えたと感じているが、売上に直結する動きでは
ない。一部高額品が動き始めているが、全体としてはイン
パクトが弱い（東京都）。

▲
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・来客数が減っている。

▲

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・前年３月は新型コロナウイルスの感染が広がり始めたば
かりで、学校も休みになったりして大変な状況だったが、
スーパー業界にとっては良かった。しかし、今年は感染状
況もまだ落ち着いており、客も慣れてしまって巣籠り需要
もそれほどなくなっているので、売上は大分厳しく、来客
数も少なくなっている。

▲

スーパー（店
長）

単価の動き ・今までは、来客数が前年を割っていても、単価がある程
度上振れしていたので、売上を確保できていたが、ここへ
きて単価が落ち込んでいる。来客数も当然前年を割ってい
るため、売上が徐々に減少傾向にある（東京都）。

▲

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・前年は緊急事態宣言が発出された月で巣籠り需要があっ
たが、今回は効果が薄れてきているため、客数減が大き
い。

▲
スーパー（ネッ
ト宅配担当）

販売量の動き ・緊急事態宣言の解除に向かい、客単価が落ち着いてき
て、解除後は、より通常に近く落ち着いている。

▲
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響もあり、東京オリンピックも
低調で、五里霧中の様相である。

▲

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・緊急事態宣言が21日に解除されたものの、相変わらず晴
れ着を扱う当社にとって追い風とはなっていない（東京
都）。

家計
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▲

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・前年３月は新型コロナウイルスの影響で売上が前年比
75.3％～93.3％の幅で推移したため、単月で見ると改善し
ている。しかし、調理や白物家電以外は、減少傾向である
（東京都）。

▲
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・緊急事態宣言中で販売活動の制限等もあるが、販売量や
客の動向も減少傾向と感じる。

▲
住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数も少なくなっているが、売上自体がかなり落ち込
んでいる状態が続いている。

▲

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

来客数の動き ・前年に比べて来店頻度が下がり、来客数も激減してい
る。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言も、目
新しいことはなく、効果も薄くなっていくなか、感染拡大
の波を繰り返し長期化することで、安定収入も確保でき
ず、消費が冷え込んでいる（東京都）。

▲

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３か月前は12月ということもあり、暮れに向かってある
程度客の流れがあったが、今回は自粛期間中でもあり、新
型コロナウイルス感染第４波が来るという不安もあって、
皆少し制限しているようである（東京都）。

▲
旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で自粛が続いており、来客が
全くと言っていいほどいない。

▲
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーン再開のめどが
立っておらず、依頼が入ってこない（東京都）。

▲

旅行代理店（営
業担当）

来客数の動き ・１都３県の緊急事態宣言は解除されたが、Ｇｏ　Ｔｏ
Ｔｒａｖｅｌキャンペーンは停止されたままなので、来客
数は一向に増える気配がない。

▲

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、訪問による
営業活動が控えられていることもあって、契約数は目標と
する数値を大きく下回っている。

▲

通信会社（局
長）

販売量の動き ・緊急事態宣言が再発出されていたため訪問営業が自粛と
なり、営業機会がリモートに移行し、慣れるまで時間を要
している（東京都）。

▲

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・当社の場合、接触型の営業が多い。客が接触を嫌う傾向
が増えてきており、以前の半分位になってきている（東京
都）。

▲

通信会社（経理
担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの影響で賃貸マンションの新規入居
者が減っていることに連動して、賃貸マンション入居者の
加入契約が減少している。事業全体の売上は減少傾向が続
いている。

▲

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、感染対策に予算が集中
し、建設関係その他には予算が付かないというのが現況で
ある。先行きは非常に厳しい。

▲
設計事務所（職
員）

競争相手の様子 ・民間の建築の動きが停滞しており、受注状況が芳しくな
い（東京都）。

▲

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（経
営者）

お客様の様子 ・これだけ新型コロナウイルスの影響が長引くと、同業者
間だけでなく客側にも同じように不安があり、なかなか接
触することができなくなっている。設計までは多少の時間
が掛かるために、非常に厳しい状況が続いている。

×

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの影響で、当店の取引先の飲食店で
も、今年で３軒が店を閉めることになった。そうした店で
あった買い換えなどの話も全てが頓挫してしまった。今後
本当に先が見えない（東京都）。

×

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・コンペなどでゴルフ場に行くと、来場客が非常に多く
なっている。景気は悪いのだろうが、偏りがあるように感
じる。我々のような一般小売店では、来客が少なく、景気
が悪い（東京都）。

×

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

来客数の動き ・自粛ムードが続いている。

×

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・当商店街はアーケード型ではなく、独立店舗の集まりの
ため、客がほとんど来ない状態になっている。新型コロナ
ウイルスの影響で客の姿が余り見えず、非常に厳しい。

家計
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×

スーパー（販売
促進担当）

それ以外 ・店内改装のため、食品以外の売場を全て閉鎖して工事中
である。食品のみの営業のため、集客が大幅に減少してい
る。

×

衣料品専門店
（営業担当）

来客数の動き ・前年同期の売上は前年比42％だったが、今年はその70％
しかいかない。年配者をターゲットとしている当店では、
売上が固定費を下回る時期が１年以上続き、継続不可能で
ある。当ショッピングセンターでは今月で５軒が撤退す
る。家賃交渉しようにも話を聞いてくれない。この先、年
配者向けのアパレルはなくなり、大手の安売りアパレル店
だけが残る。食料品しか売れないのでは、生き延びられな
い。飲食店ばかりの保障にはあきれている。

×

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

それ以外 ・回答理由の全てが当てはまる。最悪の状況だと思うし、
政府や自治体の対策がお粗末過ぎることが一番の理由かも
しれない（東京都）。

×

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され時短要請が終わっても営業は午
後９時までということで、世の中に人が出回らない。外に
出て、夜に飲食をしようという気分になっている人は数少
なく、大方の人はそうはならないのではないか。

×

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・緊急事態宣言延長の影響をまともに受けてしまい、学校
関係の謝恩会や歓送迎会が全てなくなった。３月の売上は
３か月前の半分になっている。

×
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・緊急事態宣言の影響がいまだに続いている。

×

タクシー運転手 お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除されても、飲食店の営業自粛はしば
らく続くようで、まだまだ厳しい日が続いている。夜の利
用者がかなり減っているため、売上が伸びない。昼間にそ
こそこ利用があることが唯一の救いである。

×
タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除されているので、多少客足が伸びる
と予想しているが、全く人出は感じられない。

×

観光名所（職
員）

来客数の動き ・観光地のため今が１年で一番の閑散期となるが、緊急事
態宣言が延長された影響で、特に来客数が減っている（東
京都）。

×

ゴルフ場（従業
員）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染拡大が止まらず、引き続き行動
を自粛する必要がある。外出、特に旅行や外食を抑制する
ということは、それだけ失業者、生活困窮者が増え、景気
の悪化につながっている。

×

設計事務所（経
営者）

それ以外 ・今は客先への営業回りすら不可能になっている。当事務
所は行政への営業も行っているが、入口に入るのも控えろ
という状況になっていて、受付までしか行けず、更にひど
いと名刺受付さえも引き上げられている。担当者も今は控
えて欲しいと話しているが、その「今」が既に４か月も続
いている。人と直接話ができないなかでは、公共、民間共
に新しい仕事を得るための営業は非常に厳しくなってい
る。

×

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・当社は不動産ディベロッパー業と総合建設業である。当
社が都内数か所に保有している賃貸用ホテルや観光地のホ
テルは、観光客及びビジネス客が極端に減っているため、
ホテル運営業者から約定している賃料がほとんど入ってき
ていない。また、建設業では、公共工事以外は新規プロ
ジェクトが少なく、民間からの受注もほとんどない。

×

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標の約69％となり、景気はやや悪い。
３か月前と比べても３割減と、悪くなっている。ここ数か
月は毎月景気が良くなったり悪くなったりを繰り返してい
て、安定していない。

◎ ＊ ＊ ＊

○

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑やゴム印、名刺印刷をしている。店受けと外回りの
法人とがある。季節的に３月は少し忙しいが、それを除外
したとしても４件の会社設立があった。１件は補修で、新
しい注文は３本、うち１件は１法人で９万円と、珍しく高
額の仕事である（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)

企業
動向
関連

(南関東)
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○

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・年末の新型コロナウイルス感染者数の増加と、これに伴
う緊急事態宣言の再発出により、ますます個人消費が落ち
込んでいる。ノベルティー関連商品、一般雑貨が大きく落
ち込んだ時期と比べれば、多少は需要が回復してきてい
る。中国の旺盛な国内需要に関連する分野では回復がみら
れる。

○

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・我々の業界は新型コロナウイルスに対する警戒心を持ち
ながらも、いろいろな方法でビジネスが動き出している
（東京都）。

○
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・飲食業に関しては、21時まで営業していることで仕事帰
りのサラリーマンの客足が伸びている。

○

金融業（役員） 取引先の様子 ・新年度を迎えることと、季節的に外出しやすい時期とな
り、観光客等の増加がみられることから、以前と比べて景
気は良くなっていると感じる。各商店街や観光地への人出
が増加しているが、若い世代が多く、商店の売上金額の大
幅な増加には至っていない。今後、年配者の外出が増加す
れば、売上増加に結び付くと商店街では見込んでいる。

○

その他サービス
業［警備］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・新しい入札案件を受注して、売上が増える見込みであ
る。

□

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・清酒製造業なので、忘年会、新年会、これから始まる新
入社員の入社式なども全く振るわず、悪いばかりである
（東京都）。

□

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・卒業式が縮小されたため、注文も減っている。また、お
彼岸も人の往来が減り、商材、特にギフトの動きが良くな
い。

□

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年度末なので多少なりとも受注量が増えているが、売上
は前年３月より落ちている（東京都）。

□

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス禍で急速なデジタル化が進むなか、
紙媒体の需要減、受注単価の下落等は、３か月前と同じで
変わらない。少しでも新型コロナウイルス収束のめどが立
たなければ、取引先の動きも変わらず停滞していく。

□

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

取引先の様子 ・１年ぶりにクライアントの季刊誌編集会議が開催され
た。今までは編集委員が高齢でＷｅｂ対応が難しいため、
委員会は行わずにメールやＦＡＸなどで季刊誌のページ数
を減らして発行していた。今後は、新型コロナウイルス変
異株の感染拡大と第４波の予想から、４月以降の編集委員
会の開催中止と季刊誌の休刊も予想される（東京都）。

□

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス禍で経済全体が縮小しているなか、
医療機器関係はそこそこ良いが、その他は動きが悪いの
で、景気は悪くなっている。

□

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの影響で落ち込んだ化粧品容器の受
注に回復傾向がみられない。医療品容器の受注も、新企画
への切替え時で停滞したまま推移している。

□
金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・本来ならば年度末で忙しいはずが、今年度は仕事量が少
ない。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・建設機械は海外向けの受注が増えている。

□

精密機械器具製
造業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量は10％増となっているが、仕入価格も10％以上値
上がりしている。販売価格に転嫁する交渉を行っている
が、受け入れてもらえていない。

□

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今期は前年の30％ほどになると見込んでおり、マイナス
である。しかし、新年度は少し幸先の良い出だしで受注が
できている。

□

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年明け以降、荷動きは低調なまま推移している。取扱量
が前年を下回る状況に変化はなく、厳しい年度末となって
いる（東京都）。

□
輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・宅配事業は頭打ちとなっている（東京都）。

□
輸送業（経理担
当）

それ以外 ・景気が回復しているという実感はない。

企業
動向
関連

(南関東)



10/12

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・繁忙期に物流が増えないまま閑散期となり、更に増えて
こない。また、収益も伸びていない。

□
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・１月で底を打ったものの低迷状態が継続している（東京
都）。

□

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・製造業は受注が増え、生産能力も徐々にアップしてい
る。ただし、東京オリンピックの先行きがやや不透明なた
め、観光、ホテル、飲食など投資に慎重な業種も出てい
る。

□

金融業（総務担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で売上が減少しているところ
が多く、直近の倒産件数も前月に比べて増えている。特
に、飲食業やサービス業で落ち込みが大きく、不動産賃貸
業では、テレワークの浸透で空きテナントが増え、賃貸料
の引下げも多くなっている。これらのことから、緊急事態
宣言が解除されても、景気は当分戻らない（東京都）。

□

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルス禍のなかではあるが、オフィス賃料
は落ち着いている。ただし、新規入居の場合はフリーレン
ト期間が長期化する傾向にある。商業テナントは厳しい状
況が続いており、賃料の減額を余儀なくされている（東京
都）。

□
広告代理店（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・新型コロナウイルスの影響で、イベント業界はまだまだ
厳しい状況である。

□

税理士 それ以外 ・近隣駅までの途中にある店は、新型コロナウイルスの影
響で20時までの営業ということもあり、静まり返ってい
る。路地裏では20時以降も客がマスクをせずに騒いでいる
店もあるが、表通りの店は20時前でも客入りが少ない（東
京都）。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・新型コロナウイルス、緊急事態宣言の影響を受けている
ところは厳しい状況にある。

□

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス流行前に戻りつつある客もあるが、
まだまだである。

□

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・新規契約は、現状の人手不足を反映した時間単価と、有
給休暇取得日数を加味した契約額で受注しているが、既存
契約は値上げできない。過去のデフレ下の契約金額には有
給休暇を加味していないため、有給休暇取得者の代行費用
が増加し、収益を圧迫している（東京都）。

□

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

取引先の様子 ・取引先もリモートワークが増え、十分に営業ができない
状態が続いている。企業研修や学校関係のイベントも縮小
され、撮影などの仕事が少なくなっている（東京都）。

▲

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言解除に向けて少し動き出していたが、今後
の動向を注視した上で検討したいと、複数の案件がストッ
プしている。

▲

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先からもらう先の予定を見ると、半導体の供給量減
少による工場の稼働停止や生産減少の通知が届いているよ
うで、影響を受けると想定している。

▲

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・緊急事態宣言が３月７日から２週間延長され21日に解除
されたが、全般的に動きが悪い。閉鎖していた飲食店も営
業を再開し、やや活気を増してきているようだが、まだま
だである。ステイホームのため、賃貸借の苦情ばかり増え
て良いことがない（東京都）。

▲

社会保険労務士 取引先の様子 ・これから雇用調整助成金を受給する会社や、資金繰りが
厳しい会社がまだまだ多く見受けられる（東京都）。

▲

税理士 取引先の様子 ・飲食店への営業時間短縮要請協力金を受給している小規
模飲食店は、売上以上の給付を受けてかえって好調だが、
それ以外の業種は軒並み打撃を受けている。時短要請が解
除されても客足が戻るとは思えず、一過性の給付金で乗り
切れるとは思えない。

▲

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・中小企業は厳しい環境にある。４月の昇給ができない金
属加工業がある一方で、電気自動車の半導体や５Ｇ関連部
品の金属加工業者では、大きく受注が増加している（東京
都）。

企業
動向
関連

(南関東)
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▲

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・いつもより受注量の減少がみられる（東京都）。

▲

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・年度末の駆け込み需要が少なく、今後の見通しも良い状
況とは言えない。

×

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・例年この時期は動きが鈍るが、それにしても全く動かな
い。入札単価なども下がってきている。

×
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・希望の販売価格で売れない。希望のテナント料ではテナ
ントが入らない。

×
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・まだまだ先行きが不透明である。

◎
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人数は増加しており改善傾向にある。契約継続率も高
い（東京都）。

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・派遣求人数は３か月前比130％強、前年比100％超となっ
ており、単月における回復傾向が鮮明になっている（東京
都）。

○

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・年度末のため、来年度に向けた人員体制構築における採
用活動が増加してきている。一時的だとは思うが、求人、
求職者が増えてきている（東京都）。

○
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・エンジニア派遣の需要が緩やかに上昇傾向に変化してき
ている。

○

求人情報誌制作
会社（営業）

求人数の動き ・緊急事態宣言に対する慣れもあり、前回の宣言時ほどの
景気の落ち込みはなかった。ここにきて、新型コロナウイ
ルスワクチンや、緊急事態宣言の解除によってやや上向き
になっている。しかし、新型コロナウイルス以前の状況ま
では回復しておらず、飽くまでも数か月前と比較してやや
上向きという程度にとどまる。

○

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・宿泊や飲食等、特定の産業は減少したままだが、それ以
外の産業は、前年度よりは下回っているものの微減となっ
ている（東京都）。

□

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・緊急事態宣言の影響で景気は下向きになっているように
見えるが、所属企業の採用動向や収益の状況等に変化はみ
られない（東京都）。

□

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・人材派遣が決定したかどうかではなく、受注が取れたか
どうかの議論になっており、入口の受注でつまずいてい
る。稼働中の派遣スタッフが辞める場合、次の紹介先にも
影響してきている（東京都）。

□

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・官公庁系の請負案件には、新型コロナウイルスの影響で
の特需があるものの、人材派遣依頼は前年並みである。職
業紹介の受注は回復傾向にあるが、成約数は横ばいで、民
間景気は総じて良いとは言えない（東京都）。

□

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・主に特需以外の派遣求人数は引き続き鈍い状況だが、底
打ち感はある。当面は現状維持のペースで推移するとみて
いる。ただし、新型コロナウイルスワクチン関係の短期特
需は急拡大している。

□

求人情報製作会
社（営業）

求人数の動き ・３か月前と比べると、求人募集を行う企業が徐々に増え
てきているように感じるが、景気が上向きかというとそう
ではない。人手不足でやむを得ず採用活動を開始したよう
に見受けられる（東京都）。

□

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

採用者数の動き ・新型コロナウイルス以前より、当社及び周辺企業では採
用に関して慎重になっているが、新卒等の定期採用は行わ
れる見通しのようである（東京都）。

□

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求人数は低調な状態が続いている。就職者数は前年
比３割減の状態から脱し、減少幅が縮小しているものの、
回復傾向にあるとは言い難い。

□

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・３月に入り、本格的な就職活動がスタートしているが、
個別企業の動きは例年と変わらないようである。Ｗｅｂ採
用やオンライン説明会が浸透しているので、表立った動き
が見えにくい（東京都）。

□

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・需要に力強さがみられず、生産、販売面でも上向く力強
さは感じられないため、採用者数増にはつながらない（東
京都）。

企業
動向
関連

(南関東)

雇用
関連

(南関東)
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□

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・例年どおり採用する企業と、採用数を絞ったり採用その
ものを中止する企業があり、業界によってばらつきがある
（東京都）。

▲

求人情報誌製作
会社（所長）

求人数の動き ・以前よりは募集の依頼が増えているが、採用が１名と少
なく、退職の補充に過ぎない。そのため、やや悪くなって
いる。

×

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・最悪の状態である。飲食店は壊滅状態で、倒産するとこ
ろも増えている。予約があるのは介護、病院、配送関係の
みである。正社員の募集などは全然なく、臨時のアルバイ
ト募集も出ない。新規の仕事もいくつか取っているが、大
した数ではない。未曽有の状態である。

雇用
関連

(南関東)


